
第
１
次
世
界
大
戦
の
引
き
が
ね
と
な
っ

た
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
事
件
か
ら
、
６
月
28

日
で
百
九
年
が
経
ち
ま
し
た
。
泥
沼
の

日
中
戦
争
を
も
た
ら
し
た
盧
溝
橋
事
件

は
、
86
年
前
の
７
月
７
日
に
起
き
て
い

ま
す
。
そ
し
て
今
、
「
自
衛
の
た
め
の

最
小
限
度
の
実
力
」
と
さ
れ
た
自
衛
隊

発
足
か
ら
69
年
が
経
過
し
、
防
衛
予
算

の
大
幅
増
加
が
岸
田
内
閣
に
よ
っ
て
強

行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す

。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
で
は
、
日
本

の
侵
略
に
よ
り
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
々
約

２
千
万
人
、
日
本
国
民
約
３
１
０
万
人

の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
悲

惨
な
体
験
を
踏
ま
え
て
、
二
度
と
戦
争

を
し
な
い
こ
と
を
世
界
に
誓
っ
た
の
が
、

日
本
国
憲
法
で
す
。
こ
の
憲
法
・
憲
法

９
条
の
平
和
主
義
の
も
と
で
、
日
本
の

若
者
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
こ

と
も
、
人
を
殺
す
こ
と
も
な
く
戦
後
を

過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
私
た
ち
の
先
輩
も
、
教
師
が

戦
争
に
加
担
し
て
き
た
こ
と
を
深
く
反

省
し
、
「
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送
る

な
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
平
和
の

中
で
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
切

り
拓
く
こ
と
が
で
き
る
と
、
日
本
国
憲

法
が
生
き
る
学
校
・
教
育
・
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
。

安
倍
内
閣
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
受
け
、
国
民

世
論
を
無
視
し
て
「
戦
争
す
る
国
づ
く

り
」
「
そ
の
た
め
の
人
づ
く
り
」
に
邁

進
す
る
政
府
の
暴
走
を
阻
止
す
る
た
め

に
、
生
徒
と
と
も
に
戦
争
の
歴
史
や
教

訓
を
学
び
直
し
、
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
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６
月
24
日
（
土
）
、
恒
例
の
群
馬
県
高
校
教
職
員
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
、
エ
メ
ラ

ル
ド
ボ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
団
体
は
石
原
さ
ん
・
新
井
さ
ん
・
関
さ
ん
の
大

泉
高
校
が
他
を
圧
倒
し
て
優
勝
。
個
人
は
石
原
さ
ん
（
大
泉
）
が
３
６
７
点
で
優
勝

し
ま
し
た
。
参
加
は
６
チ
ー
ム
18
名
と
や
や
少
な
め
で
し
た
が
、
小
笠
原
福
対
部
長

肝
い
り
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
賞
品
や
参
加
賞
の
タ
オ
ル
な
ど
を
手
に
、
選
手
は
大
会

を
存
分
に
楽
し
み
、
笑
顔
の
う
ち
に
閉
会
式
を
終
了
し
ま
し
た
。
大
会
参
加
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
11
月
に
も
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

前橋市大手町
3-1-10

群馬高教組

027-231-2784
ghtu＠educas.jp

http://www.ghtu.

org/

団体は大泉チームが978点で堂々の優勝

団体優勝： 大泉高校チーム ９７８Ｐ

準優勝： 安中総合チーム ７８６Ｐ

３ 位： 市立前橋・本部チーム ７５７Ｐ

個人優勝： 石原靖久さん（大泉）４２４Ｐ

準優勝： 比企 貴さん（市前）３４９Ｐ

３ 位： 新井民夫さん（大泉）３１９Ｐ

団
体
優
勝
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泉
高
校
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体
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勝

安
中
総
合

個
人

右
か
ら
新
井
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ん
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企
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ん

団
体
第
３
位

市
前
・
本
部
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水
田

教
育
長
と
し
て
の

理
念
を
伺
い
た
い
。
十
年

後
を
見
通
し
て
、
ど
の
よ

う
な
生
徒
を
育
て
た
い
の

か
。
ま
た
、
今
後
の
群
馬

の
学
校
再
編
の
見
通
し
は

ど
う
か
。

教
育
長

予
測
が
困
難

な
時
代
。
大
人
の
決
め
た

枠
に
従
う
の
で
は
な
く
、

生
徒
に
自
分
で
決
め
て
考

え
て
行
動
す
る
力
を
つ
け

た
い
。

水
田

少
子
化
が
進
む

中
で
、
学
校
が
な
く
な
る

と
地
域
が
沈
ん
で
し
ま
う
。

実
業
高
校
の
専
門
的
な
学

科
の
継
承
も
重
要
。
多
忙

化
解
消
と
の
か
ら
み
で
、

学
校
・
ク
ラ
ス
を
減
ら
さ

ず
、
教
員
を
確
保
し
て
ほ

し
い
。

教
育
長

様
々
な
課
題

が
あ
る
の
で
、
優
先
順
位

を
つ
け
ざ
る
を
え
な
い
。

教
育
予
算
の
確
保
が
重
要

な
の
は
分
か
っ
て
い
る
。

県
の
中
で
、
国
で
は
他
省

庁
に
対
し
て
文
科
省
が
予

算
を
取
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。

水
田

頑
張
り
た
い
、

と
の
言
葉
は
あ
り
が
た
い
。

水
田

コ
ロ
ナ
が
５
類
に

移
行
し
た
が
、
単
に
旧
に

復
す
る
の
で
な
な
く
、
引

き
続
き
不
要
な
会
議
や
業

務
の
削
減
を
お
願
い
し
た

い
（
山
梨
県
教
委
が
現
場

で
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
、

チ
ラ
シ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を

学
校
に
送
ら
な
い
よ
う
努

め
る
と
い
う
記
事
を
紹
介
）
。

高
校
総
体
開
会
式
に
、
各

校
か
ら
生
徒
が
招
集
さ
れ

て
い
る
。
専
門
部
会
長
の

表
彰
式
は
別
に
生
徒
は
い

ら
な
い
。
授
業
確
保
が
い

わ
れ
る
が
、
生
徒
の
学
ぶ

権
利
の
観
点
か
ら
も
問
題

で
あ
る
。

教
育
長

学
校
へ
の
通

知
・
連
絡
は
電
子
化
・
情

報
の
共
有
化
を
進
め
て
い

る
。
（
記
事
に
関
心
を
示

し
な
が
ら
）
紙
の
配
布
は

確
か
に
大
変
で
あ
る
。
教

員
の
多
忙
化
に
つ
い
て
は

「
提
言
Ｒ
５
」
を
出
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
参
照

し
て
ほ
し
い
。
総
体
の
入

場
行
進
に
つ
い
て
は
戻
る

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

水
田

入
試
が
来
年
度
よ

り
一
本
化
さ
れ
る
が
、
他

県
で
は
近
年
、
採
点
ミ
ス

に
よ
る
大
量
処
分
が
起
き

て
い
る
。
県
民
の
信
頼
と

い
う
点
か
ら
も
公
正
・
公

平
で
ミ
ス
が
お
き
な
い
入

試
を
お
願
い
し
た
い
。
情

報
開
示
に
耐
え
ら
れ
る
よ

う
に
と
い
う
圧
力
の
も
と
、

特
に
記
述
問
題
の
採
点
基

準
な
ど
現
場
の
職
員
の
負

担
が
重
い
。

教
育
長

公
正
・
公
平
な

入
試
の
あ
り
方
は
重
要
だ

と
思
う
。

水
田

部
活
動
の
改
革
が
、

中
学
と
比
べ
高
校
は
変
化

が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。

部
活
動
の
負
担
で
苦
労
し

て
い
る
教
員
も
多
数
い
る
。

教
育
長

高
校
の
改
革
が

遅
い
の
は
認
識
し
て
い
る
。

検
討
し
て
い
き
た
い
。

水
田

先
生
方
か
ら
の
要

望
で
、
特
別
教
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
が
強
い
。
授

業
以
前
に
生
命
・
健
康
に

か
か
わ
る
こ
と
な
の
で
お

願
い
し
た
い
。

教
育
長

頑
張
っ
て
進
め

て
い
る
。
２
年
間
で
57
％

の
見
通
し
。

○
教
育
長
と
の
懇
談
後
、

西
村
人
事
課
長
よ
り

・
教
員
定
数
は
、
義
務
と

は
違
い
、
ク
ラ
ス
数
で
の

配
置
で
は
な
い
。
生
徒
数

に
よ
る
の
で
ク
ラ
ス
数
を

増
や
し
て
も
法
令
上
は
教

員
増
に
は
な
ら
な
い
。

・
内
示
は
可
能
な
限
り
早

め
た
。
事
務
引
き
継
ぎ
な

ど
実
質
的
な
と
こ
ろ
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
考
え

て
い
る
。

水
田

教
職
員
の
不
安

の
払
拭
と
い
う
観
点
か
ら

も
さ
ら
に
努
力
し
て
ほ
し

い
。

生徒には、自分で決めて考えて行動する力を身につけてほしい

６
月
27
日
（
火
）
、
県
庁
教
育
長
室
に
て
、
平
田
郁
美
教
育
長
と
水
田
委
員
長
・
吉
沢
副
委
員
長
・
萩

原
書
記
長
と
の
懇
談
が
あ
り
ま
し
た
。
30
分
ほ
ど
の
懇
談
時
間
の
た
め
、
細
か
い
要
望
事
項
は
夏
季
要
請

行
動
等
に
回
す
こ
と
と
し
、
教
育
長
の
理
念
な
ど
県
教
委
側
の
考
え
も
聞
き
、
当
局
と
の
対
話
の
中
で
、

こ
ち
ら
側
の
主
張
を
一
方
的
に
述
べ
る
の
で
は
な
く
課
題
を
共
有
す
る
方
針
で
臨
み
ま
し
た
。
短
い
時
間

の
た
め
全
て
の
課
題
に
つ
い
て
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
幾
分
な
り
と
も
か
み
合
う
対
話
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
県
教
委
側
の
考
え
を
研
究
す
る
必
要
性
も
感
じ
ま
し
た
（
「
提
言
Ｒ
５
」
な
ど
）
。
今
回
の

懇
談
の
内
容
を
夏
の
要
請
行
動
や
秋
の
確
定
交
渉
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山梨では「小中学校２５人学級」実現を公約として当選した

知事が、この４月から教員の負担軽減を目的とした「文書半減

プロジェクト」を始めて成果を挙げています。知事は「大胆に

断捨離をする。子どもに向き合って成長を促すことが先生本来

の仕事だ。」と述べています。

群馬県教委は昨年末に「提言Ｒ５～子どもたちに豊かな学び

を届けるために～」を学校や保護者向けに示し、家庭訪問や夜

間の電話対応の廃止、行事の縮小や簡略化、ＩＣＴ化の推奨な

どについて取り組みを進めるよう提案しています。しかし、Ｏ

ＥＣＤの調査や知事肝いりで２６５９万円の予算を付けた「選

挙出前授業」（３年生対象・投票率向上を目的に知事選前に実

施するよう要請）、全生徒に配布するよう送りつけられた「知っ

ておきたい法律の話」（知事のメッセージ入りで７月上旬まで

に配布するよう依頼）など、知事の思惑で学校現場が対応を迫

られるような事例が多く見受けられます。県教委には、中立公

正な立場を堅持し、上意下達で雑務にさかれる時間が多すぎる

点を見直して、仕事としての魅力を増すことで教職にチャレン

ジする人が増えてくるような実効ある施策を期待します。


